第２７回（その１）　府政情報室会議の概要
日　時：平成２１年１１月１２日（木）　14:00～14:20
議　題：（その１）

　　　　・議題１　府政情報室の平成22年度当初予算要求の状況　

　　　　・議題２　広報予算について（議題１と併せて議論）

場　所：室長室
出席者：府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長
　　　　広報課参事
　　　　［広報課企画Ｇ］広報課総括補佐、広報課課長補佐、広報課総括主査、

広報課総括主査
　　　　［広報課広報Ｇ］広報課課長補佐、広報課総括主査、広報課主査
＜議題１：府政情報室の平成22年度当初予算要求の状況＞

【広報課総括補佐】
　 本日の部長レクで使うための予算要求の状況について報告する。
　　（数字の説明、以下省略。）

【府政情報室長】

府政だよりは、なぜ見直し額を書かないのか。見直し額を考えている間に、査定を入れられてしまえば自ら見直せなくなる。査定で減らされたら、減らされた分を復活要求する必要がある。そういう覚悟で臨むのか。絶対縮減できない理由があるのなら、復活要求するしかないが、復活要求する理由はあるのか。査定で減らされたら、その範囲で回るろうとするのだろう。そしたら、査定される前に普通に考えてできそうな範囲内で見直しが必要ではないか。
【広報課主査】

新聞折込数が減ってきており、新聞折込に足らない配布部数の拡大と、拠点ということでコンビニのローソンラックなどの取組みをしたい。

【府政情報室長】

そういうことではなく、査定で削られたときの対応をどうするかということ。査定で削られたら、財政課に復活要求をするのか。自ら見直すということにしなければならないのではないか。

【広報課参事】

新聞折込数が下がっているのはわかったうえで、それを埋める努力は、色々な配布拠点を増やすということでやっぱり行っていかなければならないと考えている。ただ、それと府政だよりの予算を見直すということは別だと思うが。
【府政情報室長】

そうではなく、査定で減らされたらどうするのかということ。復活要求しても認められない。

だから、別の情報媒体紙を作ることを要求しているのではないか。
府政だよりはそのままで、新たな情報誌を作りますという要求はいかがか。広報予算は、知事重点事業に位置づけられていないし、要求のスタンスが間違っている。別に今の時点で見直し額を出すというのではなく、いざとなったときに、心積もりをしておく必要があるということ。
【広報課長】

　 前から議論していたが、発行回数８回というのが中途半端で、ボリュームのわからない時点では、１２回にしようとか言っていたが、例えば２ヶ月に１回の発行だとか、議会だよりと合併するのなら議会だよりの４回分だけとかにしないと、議論の俎上にものらない。
【府政情報室長】

資料では「府政だよりの配布部数拡大の検討・実施」となっているが、そのような話になっていたか。

【広報課主査】
新聞を購読されていない世帯をカバーする意味での取組は、やらなくていいということか。
【府政情報室長】

　　どう考えているのか。

【広報課主査】

　　新聞を取っていない方をなるべくカバーする意味でコンビニのラックを活用するなど。
【府政情報室長】

それではなぜ、情報誌を作るのか。府政だよりで十分ではないか。府政だよりの部数を維持するなら、新規媒体は不要ではないか。もう一度、早急に戦略を練り直すべきである。

＜議題２：広報予算について＞
　前述のとおり、議題１の議論の中で、もう一度、早急に戦略を練り直すこととなった。
（了）
